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�　本みこしの締めくくりは、恒例の三
三七拍子で。境内を埋めた大勢の皆さ
んもごいっしょに。
�　大迫力の本みこしと加賀獅子の練り
合い。両者共に最後の力を振り絞った
壮絶な激突を繰り返し、神社祭はクラ
イマックスを迎えます。
�　港を埋めた大勢の観客の拍手で見送
られる中、長い歴史の中で初めて行わ
れた海上渡御。来年以降、本祭のハイ
ライトとなりそう。
� 「艶龍会」の艶やかな魅力も神社祭に
は欠かせない存在。多くの沿道の観客
を集めていました。
�　天狗に抱かれ、思わず泣き出してし
まうお子さんも。
�　７年ぶりに復活した笛太鼓の生演奏。
�　渡御行列の訪れを、独特の舞と共に
声高らかに告げる越中赤坂奴姿の氏子
たち。行列の先頭を行く彼らのかけ声
無くして神社祭ははじまらない。
�　浜風を受けてたなびく色鮮やかな大
漁旗。カラーでお見せできないのが非
常に残念です。
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